
注意事項 

（1） 問題冊子、解答用紙及び下書用紙には、氏名は書かないでください。 

（2） 問題冊子、解答用紙及び下書用紙は、試験室から持ち出さないでください。 

（3） 受験票は机の上においてください。 

（4） 受験票と筆記用具以外のものは机の上に出さないでください。 

（5） 携帯電話は電源を切り、かばんの中にしまってください。 

（6） 時計等についているアラーム機能、計算機能、翻訳機能、その他時計以外の機能

をＯＦＦにしてください。 

（7） 試験中に体調不良または手洗所に行く等の理由で試験室から一時退室しようとす

る場合は、監督員に申し出てください。 

（8） 不正行為を行った者または監督員の指示に従わなかった者は、失格とします。 
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問 題 

 

「民泊サービス」とは、住宅（戸建住宅、共同住宅等）の全部又は一部を活用して、宿泊サー

ビスを提供するものとする（出典：「民泊サービス」のあり方に関する検討会最終報告書 平成 28

年 6 月 20 日）。 

このような民泊サービスについては、どのような観点からその促進を図ることが求められて

いるか、及び民泊サービスの普及に伴いどのような点が問題となっているかという点について、

内容を整理して述べなさい。さらに、国及び地方公共団体がそれぞれ講じるべき施策について所

見を述べなさい（解答全体で 1,200 字以内とする）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




